










































































































小学前期 小学後期 中学生 高校生
子どもの認識 遊び部屋 勉強部屋 自分の部屋 一人になれる部屋
親の管理 過干渉 隠れた管理 放任
4.1 自立高齢者の住まい方（生活と空間）:「個」と「寝」の関係 夫婦別室就寝
シルバーステージ……60歳から5歳ごとに区分／高齢活動期（60～64歳）高齢自立期（65～79歳）高齢
依存期（80歳以上）／自己実現を図る「個」＝趣味とくつろぎを優先する住まい方＝夫婦別室就寝／生活の
転換期（70～74歳）体力の低下に合わせた生活をコントロール／空間の転換期（80歳以上）他者からの支
援のための空間の確保／プライベートコモンからパブリックコモン
4.2 要介護高齢者の住まい方（生活と空間）:要介護度と介護者の関係 夫婦同室就寝
要介護度の段階……要支援要介護1.2.3要介護4.5／介護者（7割が女性）タイプ……配偶者未婚子
既婚子または嫁／「要介護高配偶者タイプ」の場合，夫婦同室就寝／「要介護高既婚子または嫁タイプ」
の場合，空間の連続性と独立性が求められる／「続き間」＝可動間仕切で介護状況の変化に対応可能
5 キッチンとリビングルームとガーデン（台所と居間と庭）:家族と地域 2000年代以降
2000年代以降，情報社会は個人と社会の関係を変質させる。家族の孤立化を招き，家族崩壊が顕在化す
る。また，血縁にとどまらず地縁も崩壊した無縁社会が問題となる。家族の再生，あるいは地域コミュニテ
ィの再編の試行が続く。
5.1 父親と子どもが料理するキッチン
父親（熟年層）の料理参加／理想のキッチン＝ファミリーキッチン／子どもの料理参加 料理好きな子ど
も→小学生前から参加，家族との団らん有／理想のキッチン＝アイランドキッチン／キッチンコミュニケ
ーションが成立／「サーキュレーションリビング」（キッチンを核にリビングとダイニングをつなぐ）
5.2 住まい（リビングルームとガーデン）を地域に開く:住み開き
リビングルームを開く／空き家や空き室の利用……主婦が地域住民を対象に工芸教室を開催／ガーデンを
開く／門や塀のないオープンな前庭……居住者相互で「みる⇔みられる」関係／ガーデニングに熱心な主
婦による飾り付け（個性の表出）夫による休日ごとの芝生の手入れ（自主的な管理）異年齢の子どもたち
の外遊び（自発的タテ型仲間集団の生成）／地域コミュニティの向上
6 おわりに
住まいは家族関係をつくる装置である。住まいの主人公は戦前の男性（夫や父親）から，戦後の高度成長
期には，女性（母親や妻）にとって代わる。その後学歴社会が浸透するに従い，子ども本位の生活が展開さ
れるが，生活のコントロールがきかなくなった家族に解体の兆候があらわれる。
生活のコントロールを図るには，家族の発達段階に応じて，家族間のコミュニケーションとプライバシー
のバランスを保つことである。その解決策として家族や個人の空間を「開いて」或いは「閉じて」調整する。
空間を開けば，家族のコミュニケーションが高まり，空間を閉じることで個人のプライバシーが保たれる。
この時，閉じるのは簡単であるが，開き具合が難しい。空間の開き方でコミュニケーションとプライバシー
の調整ができる可変性のある住まいが，家族や地域とのつながりをより豊かにする。特に，公室（コモンス
ペース）は，家族と地域の交流を左右し，住まいの主役となる。
一方，リビングルームの「ながら団らん」の運用，子ども部屋の「閉じこもり現象」の解消，夫婦寝室を
中心とした高齢夫婦の「自立，あるいは介護の生活」の演出，キッチンを「家族の開放区」に，リビングル
ームや庭を「地域の窓口」に転回等々を，主導していくのは家族の中の女性（主婦母親妻）である。女性
は，住まいを通して家族の日常生活をコーディネートする大きな役割を担っている。
住まいは，人間生活の容器で，家族関係を築く装置であり，地域社会の構成単位でもある。私たちの生活，
家族，地域は，全て住まいという空間に大きく関わっている。現在の不安定な社会を変えていくには，まず
住まいを変えていくべきであろう。そして女性が，その再生の原動力にならねばならないのではないか。
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